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融資に関する相談窓口 

 

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
川
崎
ル
ネ
ッ
サ 

　
ン
ス
　
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」
　 

　
　
　
市
長
は
、
前
回
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
中
で
第
二
次
行
財
政
改
革
の
断
行
を
掲
げ
た

が
達
成
状
況
や
評
価
は
。 

　
　
　
第
一
次
、
第
二
次
に
わ
た
る
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
改
革
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
目
標
を
上
回
る
五
百
八
十
一
億
円
の
成
果

を
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
還

元
を
行
う
な
ど
川
崎
再
生
へ
の
歩
み
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
二
十
年
度
か
ら
新
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
進
め
て
い
る
が
、
二
十
一
年
度
の

収
支
均
衡
を
目
標
と
し
た
財
政
健
全
化
や
市
民

へ
の
還
元
を
継
続
す
る
な
ど
元
気
都
市
か
わ
さ

き
の
実
現
に
向
け
行
財
政
改
革
を
推
進
し
た
い
。 

 

　
市
の
人
口
動
態
と
将
来
人
口
推
計 

　
　
　
十
九
年
六
月
に
計
画
立
案
の
基
礎
数
値

で
あ
る
将
来
人
口
推
計
が
行
わ
れ
人
口
の
ピ
ー

ク
が
改
定
さ
れ
た
が
、
実
際
の
人
口
増
加
は
加

速
し
て
い
る
。
推
計
が
実
態
と
か
い
離
し
た
要

因
は
。
実
態
に
合
わ
せ
各
分
野
の
計
画
の
改
定

や
将
来
人
口
推
計
の
再
実
施
を
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
市
の
人
口
は
二
十
年
度
中
に
二
十
二
年

の
推
計
値
を
達
成
す
る
見
込
み
で
、
か
い
離
の

主
な
要
因
は
二
百
戸
未
満
規
模
の
住
居
系
開
発

が
予
想
以
上
に
進
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

人
口
の
増
減
が
影
響
を
与
え
る
保
育
施
策
で
は

計
画
を
前
倒
し
し
て
対
応
し
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
急
増
対
策
は
教
育
環
境
整
備
推
進
会

議
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
次
期

実
行
計
画
の
策
定
作
業
を
二
十
二
年
度
に
予
定

し
て
お
り
、そ
の
基
礎
資
料
と
な
る
将
来
人
口
推

計
は
二
十
一
年
度
中
に
改
め
て
調
査
し
た
い
。 

 

　
緊
急
経
済
対
策 

　
　
　
融
資
の
相
談
窓
口
は
臨
時
に
増
員
す
べ

き
で
は
。
ま
た
国
に
経
営
安
定
資
金
の
指
定
業

種
の
拡
大
を
要
請
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
二
十
年
十
二
月
に
金
融
課
と
中
小
企
業

溝
口
事
務
所
に
嘱
託
職
員
を
新
た
に
各
一
名
配

置
し
、
迅
速
な
業
務
の
執
行
体
制
を
整
え
た
。

国
へ
の
要
請
は
指
定
業
種
の
指
定
を
受
け
て
い

な
い
配
線
器
具
・
配
線
付
属
品
製
造
業
な
ど
に

つ
い
て
機
会
を
と
ら
え
て
働
き
か
け
た
い
。 

　 　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
連
続
立
体
交
差
事
業 

　
　
　
尻
手
か
ら
武
蔵
小
杉
駅
間
を
先
行
実
施

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
武
蔵
溝
ノ
口
駅
以
北
の

連
続
立
体
交
差
化
の
必
要
性
も
高
い
。
対
策
は
。 

　
　
　
尻
手
か
ら
武
蔵
小
杉
駅
間
の
連
続
立
体

交
差
化
は
長
期
間
を
要
す
る
の
で
、
武
蔵
溝
ノ

口
駅
以
北
は
別
途
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
二

十
年
度
か
ら
基
礎
調
査
を
進
め
、
橋
上
駅
舎
化

や
こ
線
橋
整
備
な
ど
の
手
法
を
比
較
・
検
討
し
、

各
駅
に
最
適
な
整
備
手
法
を
策
定
し
た
い
。 

 

　
公
立
病
院
の
あ
り
方 

　
　
　
市
の
病
院
事
業
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
は
、
経
営
努
力
は
も
と
よ
り
医
療
従
事
者

の
安
定
的
な
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
見
解
は
。 

　
　
　
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
よ
り
多
く
の

臨
床
研
修
医
を
受
け
入
れ
優
秀
な
医
師
の
育
成
、

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
度
医
療
機
器
の

導
入
な
ど
医
療
環
境
の
整
備
を
図
り
、
看
護
師

の
確
保
に
つ
い
て
は
全
国
の
看
護
師
養
成
学
校

を
訪
問
し
て
人
的
パ
イ
プ
を
構
築
す
る
な
ど
病

院
局
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

医
療
従
事
者
の
職
場
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め

に
、
市
民
や
議
会
の
理
解
、
協
力
も
い
た
だ
き

市
立
病
院
の
運
営
を
行
い
た
い
。 

 

　
保
育
所
民
営
化 

　
　
　
認
可
保
育
所
運
営
会
社
の
経
営
破
た
ん

に
よ
る
保
育
所
業
務
停
止
問
題
は
園
児
、
保
護

者
は
も
と
よ
り
、
市
の
保
育
事
業
全
体
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向

性
で
民
営
化
に
あ
た
る
の
か
、
市
長
の
見
解
は
。 

　
　
　
民
営
化
は
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
建
物

の
建
て
替
え
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営

の
い
ず
れ
か
で
進
め
て
い
る
が
、
新
た
に
建
物

譲
渡
に
よ
る
管
理
運
営
も
検
討
し
て
お
り
、
今

後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
の
条
件
を
勘
案
し
、

こ
れ
ら
の
手
法
を
検
討
し
決
定
し
た
い
。
安
定

し
た
財
政
基
盤
を
有
し
、
認
可
保
育
所
の
良
好

な
運
営
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
選
定
し
た
い
。 

 

　
介
護
保
険
制
度 

　
　
　
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
の
積
み
立

て
理
由
は
何
か
。
第
二
期
計
画
で
約
十
九
億
七

千
五
百
万
円
を
取
り
崩
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
と
目
的
は
。
基
金
は
介
護
保
険
料
剰
余
金
の

積
み
立
て
の
性
格
を
持
つ
と
考
え
る
が
見
解
は
。 

　
　
　
当
該
年
度
の
徴
収
保
険
料
を
後
年
度
の

保
険
料
所
要
額
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
に
基
金

を
設
置
し
て
い
る
。
第
二
期
計
画
当
時
は
介
護

保
険
制
度
の
創
設
か
ら
期
間
が
短
く
、
制
度
を

安
定
的
な
も
の
と
し
、
保
険
料
の
大
幅
な
上
昇

を
抑
え
る
た
め
に
基
金
を
取
り
崩
し
た
。
基
金

の
性
格
は
、
余
剰
が
生
じ
た
場
合
は
次
期
計
画

期
間
に
歳
入
と
し
て
繰
り
入
れ
、
介
護
保
険
財

政
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に
活
用
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

　
児
童
養
護
施
設 

　
　
　
南
・
中
・
北
部
に
入
所
施
設
を
整
備
す

る
と
示
さ
れ
た
。
市
外
の
入
所
定
員
枠
を
ゼ
ロ

に
す
る
た
め
少
な
く
と
も
二
十
三
年
度
ま
で
に

七
十
名
の
市
内
定
員
増
を
図
る
必
要
が
あ
る
が

可
能
な
の
か
。
ま
た
北
部
は
白
山
中
学
校
跡
地

を
活
用
す
る
と
さ
れ
た
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。 

　
　
　
整
備
計
画
は
二
十
一
年
度
に
策
定
す
る

児
童
養
護
施
設
の
整
備
方
針
お
よ
び
基
本
構
想

の
中
で
具
体
化
を
図
り
た
い
。
北
部
の
整
備
は

地
域
の
方
や
関
係
局
と
の
協
議
を
進
め
、
二
十

年
度
末
ま
で
に
策
定
予
定
の
跡
地
活
用
計
画
の

中
で
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
示
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
・ 

　
感
染
症
対
策 

　
　
　
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
医
薬
品
備

蓄
の
現
況
と
計
画
は
。
麻
疹
の
三
期
、
四
期
対

象
者
へ
前
倒
し
で
予
防
接
種
す
る
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
等
医

薬
品
は
、
現
在
、
市
独
自
分
と
し
て
二
千
人
分

備
蓄
し
て
お
り
、
二
十
年
度
中
に
さ
ら
に
三
千

人
分
を
購
入
予
定
で
あ
る
。
麻
疹
・
風
疹
予
防

接
種
の
前
倒
し
実
施
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供

給
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
整
理
を
行
い
、
二
十

一
年
度
予
算
編
成
と
調
整
を
図
り
検
討
す
る
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
地
方
分
権
、
ペ
ッ
ト
霊
園
規
制

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

   

　
本
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

な
お
、取
り
上
げ
た
用
語
の
横
に
線（
＊
　
　
）

を
付
け
て
い
ま
す
。 

 

◆
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
二
面
） 

　
母
体
・
胎
児
集
中
治
療
管
理
室
（
Ｍ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
）
と
新
生
児
集
中
治
療
管
理
室
（
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
）
を
備
え
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
妊
娠
後
期
か
ら
新
生
児
早
期
に
係
る

高
度
な
医
療
を
行
う
施
設
で
す
。 

 

◆
ブ
ロ
グ
（
二
面
） 

　
ブ
ロ
グ
と
は
ウ
ェ
ブ
ロ
グ
（
ウ
ェ
ブ
上
の

記
録
）
を
省
略
し
た
言
葉
で
、
専
門
知
識
が

な
く
て
も
簡
単
に
作
成
、
更
新
が
可
能
で
あ

り
、
日
記
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　会期不継続の原則とは？ 

　議会は会期ごとに独立して活動するもので、
会期中に議決されなかった議案などは、次の会
期に引き継がれることなく、審議未了、廃案と
なり消滅することになります。 
　この例外として、議会の議決により、閉会中
に行われる委員会で引き続き付託された議案、
請願、陳情などの審査や所管事務の調査を行う
ことを、継続審議・継続調査といいます。 
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雇
用
問
題 

　
　
　
企
業
が
派
遣
労
働
者
な
ど
の
解
雇
を
進

め
て
い
る
が
、
大
量
の
解
雇
は
景
気
の
一
層
の

悪
化
を
招
く
。
市
内
の
企
業
に
解
雇
の
中
止
を

求
め
る
べ
き
だ
が
市
長
の
見
解
は
。 

　
　
　
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
各
企
業
は
関

係
法
令
を
踏
ま
え
た
上
で
高
度
か
つ
自
主
的
な

経
営
戦
略
に
基
づ
き
生
産
体
制
の
調
整
な
ど
を

進
め
て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
働
く
者
の
生

活
や
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
も
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
市
は
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
「
企
業
合
同
就
職
説
明
会
」
を
二
十
一
年

二
月
・
三
月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

川
崎
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し

市
内
企
業
に
雇
用
の
安
定
に
向
け
て
要
請
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
き
め
細
や
か
な
就
業
支

援
を
通
じ
て
雇
用
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。 

 

　
緊
急
経
済
対
策 

　
　
　
融
資
制
度
の
拡
充
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。
ま
た
融
資
を
受
け
る
審
査
の
際
に
納
税
証

明
書
が
必
要
だ
が
、
納
税
の
意
思
の
あ
る
事
業

者
が
融
資
対
象
か
ら
外
さ
れ
な
い
よ
う
改
善
す

べ
き
で
は
。 

　
　
　
不
況
対
策
資
金
は
融
資
実
績
が
大
き
く

伸
び
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
融
資
枠
を

拡
大
す
る
た
め
の
預
託
金
を
増
額
す
る
。
ま
た

融
資
対
象
と
な
る
資
格
要
件
と
し
て
期
限
が
到

来
し
て
い
る
市
民
税
の
完
納
を
条
件
と
し
て
い

る
が
、
市
税
担
当
課
が
発
行
す
る
分
割
支
払
い

を
認
め
る
旨
の
証
明
書
が
あ
る
場
合
は
運
用
に

よ
り
融
資
対
象
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。 

 
　
就
学
援
助
制
度 

　
　
　
市
の
認
定
条
件
で
あ
る
対
象
家
庭
の
総

所
得
の
目
安
額
は
生
活
保
護
基
準
と
同
じ
水
準

で
あ
る
。
援
助
を
受
け
や
す
く
す
る
べ
き
で
は
。 

　
　
　
市
の
認
定
基
準
と
し
て
生
活
保
護
基
準

を
目
安
と
し
て
い
る
が
、
基
準
を
超
え
た
所
得

が
あ
る
家
庭
で
も
高
額
な
医
療
費
負
担
が
あ
る

場
合
や
失
業
な
ど
で
前
年
と
比
べ
大
幅
な
所
得

の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
状
況
に
よ
り

教
育
的
配
慮
が
必
要
な
家
庭
に
は
、
校
長
の
所

見
に
よ
り
認
定
が
で
き
る
よ
う
運
用
し
て
い
る
。 

 

　
企
業
に
よ
る
保
育
所
の
運
営 

　
　
　
保
育
所
を
運
営
す
る
株
式
会
社
が
経
営

破
た
ん
し
て
市
で
も
四
園
が
閉
鎖
し
た
。
保
育

事
業
へ
の
企
業
の
参
入
を
や
め
る
べ
き
で
は
。 

　
　
　
保
育
所
の
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
が
中

心
だ
が
良
好
な
運
営
実
績
を
有
す
る
企
業
も
あ

る
の
で
、
今
後
認
可
に
か
か
わ
る
審
査
の
あ
り

方
な
ど
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
も
含
め

急
増
す
る
保
育
需
要
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
学
校
給
食
費
の
改
定 

　
　
　
小
学
校
と
特
別
支
援
学
校
の
学
校
給
食

費
の
値
上
げ
が
決
定
さ
れ
た
。
保
護
者
負
担
に

せ
ず
公
費
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。 

　
　
　
食
材
価
格
の
上
昇
が
続
い
た
た
め
教
育

委
員
会
で
は
「
市
学
校
給
食
費
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、
給
食
費
の
あ
り
方
に
つ

い
て
諮
問
し
た
。
こ
の
答
申
を
基
に
小
学
校
で

は
「
値
上
げ
額
は
月
額
三
百
五
十
円
」
、
「
実

施
時
期
は
二
十
一
年
四
月
か
ら
」
と
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
学
校
給
食
は
学
校
給
食
法
に
基

づ
き
施
設
お
よ
び
設
備
に
要
す
る
経
費
や
人
件

費
は
設
置
者
の
負
担
、
食
材
費
と
光
熱
水
費
は

保
護
者
の
負
担
と
さ
れ
る
が
、
市
で
は
食
材
費

の
み
保
護
者
の
負
担
と
し
て
い
る
。
学
校
給
食

費
を
公
費
に
よ
り
市
民
全
体
の
負
担
と
す
る
こ

と
は
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

          

　
介
護
保
険
料 

　
　
　
二
十
一
年
度
の
見
直
し
と
同
時
に
軽
減

措
置
も
終
了
し
て
し
ま
う
が
、
現
在
八
段
階
の

保
険
料
を
十
段
階
に
し
て
実
質
的
に
軽
減
措
置

を
続
け
る
べ
き
で
は
。
ま
た
国
庫
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
を
求
め
、
市
で
も
介
護
保
険
給
付
費

準
備
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
い
、
介
護
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
目
指
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
激
変
緩
和
措
置
が
二
十
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
方
の
保
険
料
が

上
昇
し
負
担
増
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
第
四
期
保
険
料
の
改
定
で
は
現
行
の
八
段

階
か
ら
十
段
階
へ
の
変
更
も
視
野
に
入
れ
検
討

し
て
い
る
。
介
護
保
険
料
は
今
後
も
受
給
者
数

の
増
大
す
る
介
護
給
付
費
を
賄
う
た
め
、
引
き

下
げ
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。 

　
こ
の
ほ
か
、
高
校
奨
学
金
、
周
産
期
医
療
の

充
実
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
第

四
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

学校給食の様子 


